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プラン・インターナショナルとは

誰もが平等な世界を目指して

国際NGOプラン・インターナショナルは、誰もが平等で公正な世

界を実現するために、子どもや若者、さまざまなステークホル

ダーとともに世界80カ国以上で活動しています。子どもや女の

子たちが直面している不平等を生む原因を明らかにし、その解

決にむけ取り組んでいます。子どもたちが生まれてから大人に

なるまで寄り添い、自らの力で困難や逆境を乗り越えることが

できるよう支援します。

日本の活動の歴史

• 1983年 フォスター・プラン日本事務局として創立

• 2008年 世界の女の子の権利を促進する

「Because I am a Girl」を開始(2022年修了)

• 2020年 池袋で女の子の居場所づくりをスタート

• 2023年 日本で活動開始40周年



プランの考える女の子のリ ーダーシップと日本

プランが目指す女の子のエンパワーメント
■ 学び（Learn)、

■ 先頭に立ち(Lead)、
■ 自分で人生を決定し(Decide)

t!ilil!ill I■ 差別や暴力のない環境で成長できるようにする
(Thrive) 
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日本では…

．堅鋭忽が何らかの分野でリ ーダーになることを希望
・ リ ー ダーとしての能力に「かなり自信がある」と「少し自信がある」と回答

した日本人は滋硲召（止瓦戸国出乖賢汎）
・ 「日本社会では女性は仕事とキャリアを両立させることが困難」と認識。

(19カ国平76%)|

データ出典：『リ ーダーになる～女の子と若い女性
が考えるリ ーダー像の意識調査～』（2019年）
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吟「女性に対する差別をなくすこと」がリ ーダーになる道筋
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生きづらさを生み出すステレオタイプ

2022年プランの高校生2000名を対象に実施し
たジェンダー ステレオタイプに関する調査

•高校生の段階でジェンダー ・ステレオタイプ
が形成（幼少期から徐々に形成）。

• 4人に1人が、 ジェンダー ・ステレオタイプ的
な表現や発言を受けた経験がある。
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レオタイプf 織調育～l （2022年4月）  

男の子だから泣くな

女の子だから

料理できないと

男の子は重い荷物もって

女の子は身ぎれいに
しないと

2024/12/17 ©Plan lnternationa/Miki Nagashima 4
 



背景にある女の子自身の「あきらめ」

滋賀県大津市の「小中学校における
児童生徒のリ ーダー シップ及び男女
共同参画に関する調査」(2020年）

• 小学校では会長・副会長は男女半々

・ 中学生で「会長は男子」と考える生徒が19.1%

（「会長は女子」と考える生徒は1.9%、 「副
会長は男子」と考える生徒は4.3%「副会長は
女子」だと考える生徒が12.9%、)

・ 中学生ではリ ー ダーは男子が多いと考える生徒
が、 女子が多いと考える生徒の約2倍いる

・ 女子生徒の方が生徒会長への就任を希望する比
率は高いが「目立ちたくない」「失敗回避」な
どを理由に、 リ ー ダーの立場に就くことを望ま
ない女の子は男の子より多い。

［：三三三王王：
の内式

＇

一

一
゜

大津市「小中学校における児童生徒のリ ー ダー シップ及び男女共同参画に関する調査 最終報告書」
(2020年3月） 

グラフ出典「日本における女性のリ ーダー シップ2022」 (2022年3月） 
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解決策としてのワークショップ／教材／発信

参加者がジェンダーに関する自分の考えを共有し、まわり
の意見を聴きながら気づきを起こす参加型ワークショップ
を学校・企業・団体向け開催。

ジェンダーの考えやイメージを共有
ジェンダー課題（賃金格差、リーダーシップ、無償ケ

ア労働など）などを考える
女の子のリーダーシップ

ユース自身の試み
もやもやを漫画に

https://www.plan-
international.jp/news/20240404

_38546/


